
東日本大震災対策 環境工学シンポジウム 
『東日本大震災に対して環境工学ができること－被災状況と夏の電力需給逼迫への対応』 

 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は未曾有の被害をもたらした。日本建築学会では、「東日

本大震災調査復興支援本部」が会長を本部長として設置されている。建築学会では 7 つの行動計画を

公表しており、その 5 に、「震災による電力需給逼迫を克服する室内環境、建築環境設備、エネルギー

消費、ライフスタイルに関する研究を推進する」と明記されている。一方、空気調和・衛生工学会におい

ても、会長を本部長とする東日本大震災調査支援本部を立ち上げ、情報提供、調査などを開始している。

本シンポジウムは、東日本大震災に関して環境工学ができることとして、被災状況報告とともに、夏の電

力需給逼迫への対応、室内環境水準などに関して知見を集積したものである。得られた成果を提言とし

て取りまとめていくことも目的としている。 

 

共催：日本建築学会 環境工学委員会、空気調和・衛生工学会 

日程：2011 年 6 月 30 日（木）13:25－17:00 

会場：建築会館ホール（東京都港区芝 5-26-20） 

 

【プログラム】 

司会：佐土原聡（横浜国立大学､環境工学委員長）、記録：田中貴宏（広島大学） 

 

■開会挨拶・主旨説明 

主旨説明 佐土原聡（前掲、環境工学委員長） 

空気調和・衛生工学会の取り組み 坂本雄三（東京大学、空気調和・衛生工学会会長） 

 

■報告 1 （1 題 15 分） 

東北支部からの被害報告 吉野博（東北大学） 

家庭用エネルギー消費と節電対策 岩船由美子（東京大学生産技術研究所） 

業務用建物のエネルギー消費と節電対策 佐藤孝輔（日建設計） 

温熱環境・熱中症 都築和代（産業技術総合研究所） 

 

（休憩 15 分） 

 

■報告 2 （１題 15 分） 

空気環境 倉渕隆（東京理科大学） 

都市ライフライン 村上公哉（芝浦工業大学） 

水環境 本郷智大（山形県立産業技術短期大学） 

光環境－運用方法の工夫と節電効果 望月悦子（千葉工業大学） 

 

■総合討論  司会：田辺新一（早稲田大学） 

■運営委員会からの報告紹介 大井尚行（九州大学） 

■総括 田辺新一（前掲） 

 

 

定員：250 名 

参加費：会員 2,000 円、会員外 3,000 円、共催団体会員 2,000 円、学生 1,000 円（資料代含む、当日お支払い下さい） 

申込方法：E-mail にて、催物名称、参加費種別（会員番号）、氏名、勤務先・所属を明記しお申し込みください。 

※定員に達した場合は、お断りの方にのみご連絡いたします。 

申込問合せ：事務局研究事業 G  一ノ瀬､榎本（E-mail：ichinose@aij.or.jp） 


